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宇宙の歴史の中で銀河が最も活発に星形成を行っていた z ∼2の cosmic noonにおける星形成銀河の性質を理
解することは、銀河形成進化の枠組みを理解する上で重要である。特に、水素Hα輝線は星形成活動を直接反映
することから重要な指標であるが、分光観測や narrow band観測による輝線フラックスの評価は観測コストが高
く、大規模なサンプルを構築することが困難である。
これに対し、Terao et al. (2022) やChen et al. (2024) は、K-バンドにおけるフラックス超過から多数の z ∼ 2

のHα emitter (HAE) 候補を抽出することで、Hα による星形成主系 (Hα SFMS) の低質量側まで求め、109M⊙
以下では比星形成率が相対的に高い可能性があることを報告したが、感度が十分ではなく確実なことはわかって
いない。
そこで本研究では、109M⊙ 以下の Hα SFMS を探るために、JWST Advanced Deep Extragalactic Survey

(JADES) の深い近赤外測光データに対して同様のフラックス超過手法を適用し、星質量が 107M⊙以下まで到達
する計 3831 個の z ∼ 2HAE候補を抽出した。
本講演では、これら HAE候補の性質を議論するとともに、得られたHα SFMSについて報告する。


